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宮古乙4すめぶ・ 2 1

七
月
二
十
二
日
か
ら
四
日
間
、
県

総
合
運
動
公
園
を
主
会
場
に
聞
か
れ

た
愛
媛
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
、

重
信
中
学
校
の
女
子
ソ
フ

ト

ボ
ー

ル

部
、
女
子
剣
道
部
が
み
ご
と
優
勝
、

個
人
で
も
、
女
子
柔
道
の
植
田
美
和

さ
ん
が
初
優
勝
。
八
月
十
九
日
か
ら

近
畿
各
県
で
聞
か
れ
る
全
国
大
会
へ

の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

⑩
⑧
⑮

②
 

柔
道
・
個
人
植
由
美
和
さ
ん

女
子
柔
道
部
(
部
員
十
人
)
は
、

現
在
の
三
年
生
五
人
が
入
学
し
た
、

三
年
前
の
結
成
。
今
回
、
優
勝
し
た

植
田
美
和
さ
ん
も
、
結
成
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
す
。

「

練
習
は
、
毎
日
一
時
間
半
だ
け
で

す
が
、
集
中
し
て
練
習
す
る
こ
と
で
、

し
ん
ど
い
時
で
も
自
分
に
負
け
な
い

よ
う
に
、
と
指
導
を
し
て
い
ま
す

。

」

と
、
顧
問
の
谷
口
先
生

。

二
固
め
の
県
大
会
出
場
で
、
初
の

優
勝
を
手
に
し
た
植
田
さ
ん
は
、
小

柄
で
、

一
見
お
と
な
し
い

印
象
で
す

が
、「
ひ
と
つ
の
こ
と
を
最
後
ま
で
や

り
と
お
す
、
が
ん
ば
り
屋
さ
ん
。
」
ら

し
く

「

ひ
と
つ
で
も
多
く
勝
ち
た

い
。

」

と
頑
張
っ

た
そ
う
で
す

。

神
戸
市
で
の
全
国
大
会
で
は

、

「

悔

い
の
な
い
よ
う
、
力
い

っ

ぱ
い
頑
張

り
ま
す

。

」

と
胸
を
弥
ま
せ
る
彼
女
。

全
国
の
ひ
の
き
舞
台
で
の
健
闘
を
祈

り
ま
す

。

一
年
連
続
優
勝
F
-
|
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
|

十
五
年
ぶ
り
一

昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
を
成
し
遂

げ
た
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー

ル
部
(
部
員

二
十
七
人
)
。

実
力
的
に
は
、
昨
年
の
チ
ー
ム
の

方
が
や
や
優
っ
て
い
た
か
も
と
思
わ

れ
た
そ
う
で
す
が
、

「
今
回
は
、

一
試

合
、
一
試
合
、
勝
ち
進
ん
で
い
く
う

ち
に
、
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も
向

上
し
た
よ
う
で
す
。」
と
、
顧
問
の
田

井
先
生

。

「
本
来
、
守
り
の
チ
ー
ム
な

の
で
す
が
、
打
撃
も
好
調
だ
っ

た
の

が
、
勝
因
か
も

。

L

さ
ら
に
、
優
勝
し
た
こ
と
で
、

気

持
ち
の
う
え
で
も
い
い
状
態
に
あ

り
、
こ
の
勢
い
で
戦
い
た
い
と
も

。

一
度
目
の
優
勝
女
子
剣
道
部
|

県
大
会
で
は
常
連
の
女
子
剣
道
部

(
部
員
十

一
人
)。

今
ま
で
一
、
二
回

戦
で
敗
退
し
て
い
た
た
め
、
今
回
の

優
勝
は
感
激
の
様
子

。

毎
日
二
時
間
の
練
習
に
加
え
、
夏

合
宿
や
香
川
・
徳
島
な
ど
県

外
へ
の

遠
征
に
も
出
か
け
た
と
か

。

「

自
分
た
ち
で
見
た
り
聞
い
た
り

す
る
中
か

ら
、
自
主
性
が
生
ま
れ
、

生
徒
自
身
や
る
気
に
な
っ
て
い
る

。

県
大
会
で
は
、
こ
の
気
持
ち
の
ノ
リ

で
勝
て
た
。」
と
語
る
顧
問
の
武
智
先

生
。
「

の
び
の
び
と
剣
道
を
楽
し
ん
で

く
れ
れ
ば
。

」
と
指
導
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す

。

団
体
戦
に
強
い
チ
ー
ム
だ

「
自
分
た
ち
の
力
の
限
り
、
が
ん
ば

り
ま
す

。

」
と
い
う

主
将
の
弓
削
回
望

芙
さ
ん
。
昨
年
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人

だ
そ
う
で
す
が
、
他
に

三
人
も
い
る

と
か
。

吹
田
市
で

の
全
国
大
会
、
大

い
に
期
待
で
き
そ
う
で
す

。

そ
う
で
す
が
、
「
全
国
大
会
で
は
、
県

代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う

力
を
発
揮
し
た
い

。
も
ち
ろ
ん

、
チ

ー

ム
ワ
ー
ク
も
ば

っ
ち
り
で
す

。

」

と
、

主
将
の
松
本
純

子
さ
ん
。
京
都

で
の
全
国
大
会
、
持
ち
前
の
集
中
力

で
頑
張
っ
て
下
さ
い

。



1 3 ・2て乙けめぶ
重
信
町
ゆ
か
り
の
偉
人

足
立
重
信
を
偲
ぶ

八
月
十
二
日
、

重
信
中
学
校
の
生

徒
た
ち
が
、
重
信
町
に
ゆ
か
り
の
深

い
「
足
立
重
信
」

の
墓
を
訪
れ
、
清

掃
奉
仕
を
行
い
ま
し
た

。

足
立
重
信
は
、
初
代
松
山
械
主
・

加
藤
嘉
明
の
重
臣
で
、
伊
予
川
(
現
在

の
重
信
川
)
改
修
な
ど
治
水

事
業
に

功
労

。

重
信
町
の
名
称
の
由
来
と
な

る
人
物
で
す
。

同
校
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
以
来
、

毎
年
二
十
四
年
間
に
わ
た
り
、

生
徒

会
を
中
心
に
、
お
盆
前
の
こ
の
時
期

に
墓
参
り
し
て
い
る
そ
う
で
す

。

墓
が
松
山
市
御

幸
町
の
来
迎

寺

(
松
山
大
学
御
幸
キ
ャ
ン

パ
ス
隣
)
に

あ
る
た
め
、
近
く
の

主
婦
は
、
「
毎
年

来
ら
れ
て
感
心
し
て
い
ま
し
た

。

て

っ

き
り
勝
山
中
の
生
徒
さ
ん
か
と
思

っ

て
い
た
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ

重
信
か

ら

と
は
。

」

と
び
っ
く

り

。

生
徒
会
で
は
、
「
暑
い
し
、
や
ぶ
蚊

も
多
く
て
大
変
だ
け
ど
、
い
い
伝
統

と
し
て
後
輩
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
。

」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

重
信
町
議
会
臨
時
会

第
七
十
七
回
重
信
町
議
会
臨
時
会

が
、
七
月
二
十
三
日
に
開
会
さ
れ
、

任
期
満
了
に
伴
う
議
会
の
推
薦
す
る

農
業
委
員
に
、
和
田
，

治
樹
(
樋
口
)
、

山
内
良

二
上
林
)
、
高
橋
幾
八

(
南
野
田
)
、
の三
名
を
推
薦
す
る
こ

と
に
な
り
、
同
日
開
会
し
ま
し
た

。

議
.� 
'23; 

重信町農業委員会委員名簿
至平成8年7月 19 日

だ
よ
り

新
し
い
農
業
委
員
さ
ん
に
左
の

方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
さ
ん
は
、
農
業
と
農
家

の
利
益
代
表
者
で
す
。
農
地
の
管
理

の
こ
と
や
農
業
経
営
の
こ
と
な
ど
、

ご
相
談
下
さ
い
。

農
業
委
員
決
ま
る

自平成5年7月 20 日

役職 氏 名 住所 電話番号 選挙・推薦

ムコニミ 長 和田 治樹 おE 口 547 64-6587 議会推薦

会長職代理 海稲葉智男 田窪1615 64-8773 選 挙

委 貝 吉良 !!~幸 見奈良930 64-3731 11 

11 山内 敏克 山之内27 64-8225 J畏 1制佐 JX与

11 高須賀正幸 牛1JtIJ742 64-0785 選 挙

11 杉原 孝 山之内2692 64-5222 " 
11 山内 光 上林甲1677 64-8904 11 

11 森 1専 下林甲133 - 1 64-5957 11 

11 高橋幾八 南野同43 64-1212 議会推薦

11 樋口 正窓 南野田342 64-8498 3韮 挙

/1 小 I..LI 下林甲2062 64-1431 11 

11 文野 善信 志津川 1329- 3 64-3245 11 

" 田中 :英|止 事面仁11193 64-6657 11 

" 相原俊一 北野田770 64-8391 11 

" 和田 盟重 西岡1058 64-6989 11 

" 山内 良一 上林甲3566 64-8320 議会推薦

" 門田 MFFJL K 上村甲625- 1 64-2685 選 挙
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-
・
平
成
穴
年
度
町
立
保
育
所
園
児
募
集
・
・

ー

十
一
月
三
十
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
|

保
育
所
は
、
保
護
者
の
い
ず
れ
も

が
働
い
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
病
気

な
ど
の
た
め
家
庭
で
十
分
な
保
育
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
幼
児
を
保

育
す
る
施
設
で
す
。

町
立
保
育
所
は
、
現
在
五
か
所
あ

り
、
約
四
百
人
の
子
供
た
ち
が
、
元

気
に
通
っ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
も
次
の
よ
う
に
入
所

の
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
下
さ
い
。
現
在
通

っ
て

い
る
幼
児
、
ま
た
申
請
し
て
い
て
ま

だ
入
所
で
き
て
い
な
い
幼
児
も
新
年

度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

閃
川
崎
畑山

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
理

由
の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
て

お
り
、
原
則
と
し
て
平
成
五
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
。

(
満
一
歳
に
な
る
と
入
所
が
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
の
あ
る
方
は
あ
ら

か
じ
め
申
請
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

)

川
昼
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る

。

凶
畳
間
に
家
庭
内
で
子
供
と
雛
れ

て
働
い
て
い
る

。

附
病
気
・

心
身
障
害
者

・

産
前
産

後
で
あ
る

。

凶
長
期
に
わ
た
り
病
人
等
の
同
居

の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
。

同
家
庭
の
災
害
復
旧
に
当
た
っ
て

い
?
Q。

同
州
司
崎山

申
請
書
は

、

役
場
福
祉
課
又
は
、

各
地
区
の
民
生

・

児
童
委
員
宅
に
あ

り
ま
す
か
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
民
生
・
児
童
委
員
(
左
表
の

と
お
り
)
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

宮 祉し い円|
六課ま各 4呆
凹ます家 1 ::å:: 1

| で。庭 岬l

二お詳のい量生1
0 問し諜 け川
O いい税 一一

一合 こ状
つごわと j兄
日せはに
暫下、よ

r さ役り
f士い場決
乙。福定

平
成
五
年
十
月
一
日
か
ら

十
一
月
三
十
日
ま
で

。

大字 氏名 住 所 電話番号 担当地区

宮間克信 山之内1490 64-8969 旧山之内校区
山之内

初回 if.~l古 " 620 64-0684 旧北吉井校区

i度部 r耳温,( 組口242 64-6761 上地区
樋口

田中アツ子 " 1193 64-6657 下地区

氏家武lift ま黄河原184 64-2626 鉄道より西地区

f黄河原 水田トモ子 " 1334 64-2114 鉄道よ 1) 東で伊1'"担よ I)ìt地区

藤岡政nri " 286-4 64-3304 員選よ 1) 東で{門銀よ 1) 南地区

近藤 宏 志津川 1303-27 64-0592 南地区(志津川団地、重大官舎)

志津川 露口栄子 " 634 64-2432 北地区

久保道夫 " 1766 64-9968 八反地地区

和田美智子 西岡42 64-6370 本村地区

西岡 奥村!t}i策 " 1340-2 64-6292 上原以西

向井祐子 牛測 1823-14 64-9252 f昔磨古・上樋・鉄道よ I)it地区

桑名高文 見奈良801-3 64-2987 県道より北地区
兄奈良

池川恵子 " 403-1 64-3627 " 南地区

高須賀トシエ 田窪1337 64-3658 上 ・南地区

渡部良品E " 1550 64-8052 中 ・北地区
回復

近藤淳子 回復団地" 2012-1 64-6874 

山本 者H " 1510-7 64-2853 鉄道より北で悶窪団地の東側

戒能光1Ii'j 牛t拘iJl 471 64-2297 1加\1也地区

大西忠良 " 695 64-8674 牛洲本郷地区
牛がl

渡部 ー匡 " 1937-1 64-2564 州国削除機. ，ψ‘Ã-立造罰

八木里美 " 773 64-8665 牛i問団地 30-401束

南野間 八塚健造 南野田589 64-9931 南野回全地区

安井 守 北野回252 64-8586 本郷地区・北釘:台団地
北野間

八塚 1、"' " 630 64-8372 新村地区・天神地区

菅野幸子 上林甲1902 64-9179 上地区
」ニ 林

波宮lí ï支殺 " f[l3267 64-6319 F!也区

肝中民夫 下林甲 1453 64-6279 上地区
下林

竹村義一 "申2862 64-2732 下地区

上 村 石丸 要 上村甲660-2 64-3217 上村全地区

民生・児童委員名簿

国
際
家
族
年
記
念

「
児童
福
祉
週
間
標
語
」

募
集
刀

来
る
平
成
六
年
は
「

国
際
家
族
年
」

で
す
。
厚
生
省
で
は
、
児
童
福
祉
の

一
層
の
周
知
と
社
会
的
な
関心
の
喚

起
を
図
る
た
め
、
標
語
の
全
国
募
集

を
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ

児
童
福
祉
の
理
念
を
広
く

啓
発
す
る
語
句

応
募
資
格

制
限
な
し

作
品
点
数

何
点
で
も
応
募
可

応
募
方
法

官
製
は
が
き
を
使
用
。

郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・

職
業
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
郵
送
。

応
募
先
一
T
m
l

旧
東
京
中
央
郵
便

局
留
置

「

児
童
福
祉
週
間
標
語
募

集
」

係
行

応
募
締
切

平
成
五
年
十
月
末
日

(
当
日
消
印
有
効
)

表
彰

厳
正
な
審
査
の
上
表
彰
。

厚
生
大
臣
賞
一
点

賞
状
及
び
記
念
品

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

一
占
…

賞
状
及
び
記
念
品

佳
作
十
点

記
念
品

発
表

入
選
作
品
を
平
成
六
年
一

月
以
降
に
募
集
広
告
掲
載
紙
上
で

発
表
。

(
児童
福
祉
週
間
は
、

五
月
五
日
1

十
一
日
で
す
。
)



-
・
平
成
六
年
度
町
立
幼
稚
園
児
募
集
g

平
成
六
年
度
の
幼
稚
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
申
請
し
て
下
さ
い

。

入
国
資
格

o

一
年
保
育
(
五
才
児
)

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
元
年
四
月

一
日
の
聞
に
生
ま

れ
た
者
。

O

二
年
保
育
(
四
才
児
)

平
成
元
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
二
年
四
月

一
日
の
聞
に
生
ま

れ
た
者

。

募
集
人
員

。

一
年
保
育
(
五
才
児
)

重
信
幼
稚
園
若
干
名

北
吉
井
幼
稚
国
若
干
名

O

二
年
保
育
(
四
才
児
)

重
信
幼
稚
園

一
O
五
名

北
吉
井
幼
稚
園
七

O
名

リ
ハ
ビ
リ
教
室

町
で
は
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、

保
健
婦
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す

。

対
象

町
内
在
住
の
方

時
間

午
後
一
時
三
O
分
i

三
時
三
O
分

町
民
会
館

医
師
、
理
学
療
法
士

、

保
健
婦

無
料

. 5 ・官官ιけあぶ

場
所

担
当
者

料

金

入
園
手
続

入
園
願
書
は
、
教
育
委
員
会
教
務

課
、
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す

。

必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幼

稚
園
へ
提
出
し
て
下
さ
い

。

受
付
期
間

平
成
五
年
十
月

一
日
か
ら

十
一
月
三
十
日
ま
で

O

入
園
料
一

0
0
0
円

O

授
業
料
四

0
0

0
円
(
月
額
)

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員

会
教
務
課
ま
た
は
幼
稚
園
で
お
尋
ね

下
さ
い

。

教
育
委
員
会
六
四

|

一
五
0
0

重
信
幼
稚
園

六
四
|

三
O
九
二

北
吉
井
幼
稚
園
六
四
|

五
九
五
二

申
し
込
み
方
法

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

福
祉
課
ま
た
は
保
健
婦
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い

。

予防接種のご案内

ポ オ 三種(ニ種)混合

病気
別名 川、児マヒ 。 といい、

a 
①百 日 咳 夜間の激しい咳が主症状の病気

主に小児に発生し ②ジフテリアーしわがれ声、 犬の逮ぽえの ような咳、 H干

11寺に運動マヒをおこす。 l吸困難、心臓障害のおこる病気
つ ③破傷風傷口から菌が侵入し感染する病気。 けい
L 、

れんをおこす。
て

※二種混合は、百日 l咳を除外

方 生後37 月一4才未満の聞に6週間以上の間隔で2回 1 JOj-2才 -4才未{piljの聞に3-8週間隔で3回
法 II J切 一 I 期終了後、 1 i!三 一 1年半後に l回

EI 10月 21 日 (村 ①H5年2月一6月 生 10月 6 日 (~同 H3年l 月 -6月 l 月 13 日 (ね H3年7月 -12 月
手呈 ②H4年7月一 H5年1 月 生 11 月 2 日 (火) 生及び6才未満 2 月 8 日 開 生及び6才未満

対 及び4才未満の未投与者 12月 1 日 (71<) の未接種者 3 月 l 目。d の未接種者
-・・・・・ー・・ーー- - ー 』ー ー ・・ー・ーー ・・ ー・ー ・ ・ ・ ・・ー ー・ _.亭骨骨骨骨骨- - - - 宇 ー ー ーー- -ーーー-----

象 12月 22 日 (榊 l 期終T後14:-1年半 3 月 23 日 (7)<) l 期終 Tl&I Jト l年半

H寺 14 : 00-15 : 00 14 : 00-14 : 30 rm 
そ 口か ら飲むシロップ状のワクチン。 下痢をしていると効 6才未満であれば三種、 又は二種混合のワクチンが受け ら
の

{也 果が下がる。 れる 。

fiili 
①場所 1 11 ] 民会館

②持参品 印鑑、母子手111長(提示がないと予防接種が受けれません)
考 ③IIIT内に住民票のある方に限ります。当 日は、体温を iftlJ っ てきて下さい。 詳しくは保健婦までご相談下さ い。
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・
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・
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・
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…
土
曜
日
の

一

…健
康
相
談
終
了
し
ま
す

一

一
毎
月
第
一
・第
三
土
曜
日
に

一

…
実
施
し
て
い
ま
し
た
健
康
相
談

一

一
は

、

閉
庁
に
伴
い
、
九
月
を
も

一

一
ち
ま
し
て
終
了
と
な
り
ま
す

。

一

一
各
公
民
館
で
実
施
し
て
い
ま

一

一
す
健
康
相
談
は
、

今
後
も
継
続

一

一
し
て
行
い
ま
す

。

ま
た
、
随
時

一

一
電
話
等
に
よ
る
健
康
相
談
に
も

一

…
応
じ
て
い
ま
す

。

一

一
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

。

一

…骨
川
判EV

…

…
三
才
児
健
康
診
査

一

一
日
程
が
変
わ
り
ま
す

…

…
三
才
児
健
康
診
査
の
日
程
が

一

一
左
記
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た

一

一
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

一

一

変
更
前
十

一
月
四
日
附

一

…
変
更
後

十
一
月
一
日

間

一

…
※
今
回
に
限
り
、
親
子
歯
み
が

一

一
き
教
室
を
同
時
に
実
施
し
ま

一

…
す
。

歯
ブ
ラ
シ
を
御
持
参
下

一

…
さ
い
。

一

…

・
・
・

一

…
九
月
は
健
康
増
進

一

…
普
及
運
動
月
間
で
す

一

…
「
山
歩
き

一

一

ニ
だ
ま
し
て
く
る

一

…

健
康
が
」

…

e
0・
0
・
‘
‘
。
‘
‘
‘
‘
.
0
・
6
・
e
・
o
.，‘
‘
‘
.6
‘
‘
」



宮古ι4すめぶ・ 6 ・

言 固
民 回

手LZ 因
究 固
検
診 図

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
実
施
し

ま
し
た
子
宮

け

い
が
ん

・

礼
が
ん
検

診
を

、

都
合
で
受
診
さ
れ
な
か
っ
た

方
、
今
年
未
受
診
の
方
は
、
下
記
の

と
お
り
子
宮
け
い
が
ん

・

乳
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
診
し
て

下
さ
い
。

対
象
・
三
十
才
以
上
の
女
性

(
今
年
子
宮
け
い
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
を
受
け
た
方
は
除
く
)

日
程
・
十
月
十
二
日

ω

受
付
時
間
・

午
後
一
時
1

二
時

場
所
・
町
民
会
館

料
金
・
子
宮
け
い
が
ん
検
診

本
人
負
担
四

O
O
円

(
町
負
担
二
、
六
七

O
円
)

・

乳
が
ん
検
診

無
料

持
参
ロ
問
・健
康
調
査
票

・

パ
ス
タ
オ
ル
(
乳
が
ん
検

診
を
受
け
る
方
の
み
)

申
し
込
み
方
法

保
健
婦
ま
で
、
直
接
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

宮
六
四
|

二
O
O

一

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
検

診
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
健
康
調

査
票
等
を
送
付
し
ま
す

。

検
診
結
果

約
一
ヶ
月
後
、

全
員
に
通
知
し
ま
す

。

受
診
者

お
と
し
よ
り
健
康
相
談
室

「
お
と
し
よ
り

L
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、

心
と
身
体
の
健
康
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

対
象
・
町
内
在
住
の
老
人
及
び
そ
の

家
族

受
付
時
間
・

午
後
二
時
1

四
時

場
所
・
役
場
保
健
婦
室

担
当
者
・
医
師
、
保
健
婦

料
金
・
無
料

内
容
・

個
別
で
相
談
に
応
じ
必
要
な

指
導
及
び
助
言
を
行
い
ま
す

。

お誘いあ

健康づくりスクール
健康づくりスク ールを下記の通り開催します。 皆さん、

わせの上おこし下さい。

・対象 重信町在住の方

・料金 無料

・場所 町民会館

・申し込み方法

福祉課・保健婦まで申し込んで下さい。

※

予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、

事
前

に
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

宮
六
回
1

二
0
0

おとしより健康相談室日程表

10月 4 日 (月)

11 月 1 日 (月)

12月 6 日 (月)

fi64-2001 

国 月日 時間 内容 ・ 講師

平成 5 年
午後2時~

講義と 実技「肩こり、腰痛、膝焔のための運動」

第 l回 10月 22 日 愛媛県健康増進センタ ー

幽
311寺30分

運動指導係長村上消l維 l

10 月 29 日 午後2時一
講義と 実技 「あわてないで/応急手当て」

第2回 (ころんだH寺、倒れたl時)
樹 411~ 日本赤十字相愛媛県支部赤十字救急法賞、生指導員

11 月 4 日 午後2 1時~
講義「 くわ し く 知りたい肝炎J(B型肝炎 ・ C型肝炎)

第3巨| 愛媛大学ド付属病院 第3内科
附 311寺30分

講師恩地森一

第4[ij] 
11 月 19 日 午後211寺~ 講義 í30歳か らの ホ♂ケ予防」

働 311寺 30分 愛媛大学 助教授明日淳

離乳食学級健康づくり料理講習会
rl 日30品目を目 4票に」

離乳食は、母乳・ ミルクで不足する栄養を補って、無

理なく幼児食へと移行していくための準備食で、す。

離乳食がどんなものか理解し、より身近なものとな

るよう、 学級を開催しますので、ぜひ、赤ちゃんとご

一緒にご参加下さい。

・ 日時 10月 18 日 (月)

午後2時-3時30分

※偶数月に実施します。

IHT民会館

H5年6月 ・ 7月生 (3 ・ 4 ヶ月児が対象です)

栄養士 ・保健婦

無料

母子手1 1I長

0講義(店If乳食のスタ ー 卜とすすめ方)

O調理の見学実習

0試食 ・ 質疑応答

-場所

・対象

・担当

・料金

・ 持参品

・ 内容

健康な体を維持するためには、バランスのとれた食

生活を心がけることが大切です。

í1 日 30品目を目標に」 というテーマで健康づくり料

理講習会を下記のとおり開催します。

皆さん、お誘いあわせの上おこし下さい0

・対象 重信町在住の方

・料金 無料

・持参品 健康手帳(タ ッパ一 、 エプロンがあれば便利

です。 )

希望者に血圧測定を千干し、ます。- その他

月 日 受付期間 開催時間 場所 内 谷出

-栄養士の話
「ノ〈 ラ ンスのと 7.1.

9: 30- 10: 00- た食王手Zにつ いて」
10月 5 日 (刈 上樋公民館 - 保健婦の話

10 : 00 12 : 30 「 日前の健康管理
について」

-調理実習、試食



国
保
だ
よ
り

高
額
療
養
費

国
保
で
診
療
を
受
け
た
場
合
、

一

部
負
担
金
(
医
療
費
の

三
割
)
を
支

払
い
ま
す
が
、
最
近
は
医
療
の
高
度

化
に
よ
り

一
部
負
担
金
が
高
額
と
な

る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
被

保
険
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す

る
た
め
に
、

二
足
額
を
超
え
る

一
部

負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
超

え
る
額
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
る
、

高

額
療
養
費
制
度
が
あ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
計
算
の
基
準

①
一
ヶ
月
ご
と
に
計
算
し
ま
す

。

「

一

ヶ
月
ご
と

」

と
は
、
月
の

一
日
か

ら
月
末
ま
で
の
暦
月
で
す

。

②
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
計
算
し
ま

す
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
別
々

の
病
院
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

④
同
じ
病
院
で
、
歯
科
と
内
科
な
ど

と
が
あ
る
場
合
、
歯
科
は
別
に
計

算
し
ま
す
。

⑤
通
院
と
入
院
は
別
に
計
算
し
ま
す

。

⑥
保
険
診
療
の
対
象
外
と
な
っ

て
い

る

差
額
ベ
ッ
ド
代
、
付
き
添
い
看

護
料
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。

I 7 ・zzιけめふ:

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
人
は

、

役

場
・
町
民
課
で
申
請
し
て
下
さ
い

。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
医
療
費
の
領
収
書

②
印
か
ん

高額療養費の支給額
高額療養費がうけられる場合

一般の世帯 住民税非課税世帯

同じ人が、同じ月に、同じ医療

63 ， 000円との 35 ， 400円との機関に支払った負担金が、 63 ，

000円を超えたとき 差額 差額

同じ世帯で、同じ月に、 30 ， 000

円以上の負担金を2回以上支払
合算額と 合算額と

った場合(住民税非課税世帯の
63 ， 000円との 35 ， 400円 との

場合は、 21 ， 000円以上)
差額 差額

同仁世帯で、 12か月以内に、 4凹
4回目からは 4回一 l 以上の高額療養費の支給を受け
37 ， 200円との 24 ， 600P=Jとの

た場合
差額 差額

高額の治療を長い間続ける必要

がある病気(血友病や人工透析
10 ， 000円との差額

」の必要な慢性腎不全)

③
原
則
と
し
て
、
口
座
振
り
込
み
に

な
り
ま
す
の
で
、
振
り
込
み
口
座

を
記
載
し
た
も
の

高
額
療
養
費
支
給
見
込
額
の
十
分

の
九
に
相
当

す
る
金
額

。

た
だ
し
、

貸
付
額
が
九
千
円
未
満
に
な
る
場
合

は
貸
付
し
ま
せ
ん
。

貸
付
の
条
件

①
貸
付
金
の
利
子
は
、
無
利
子

②
償
還
方
法
は
、

一
時
償
還
払

貸
付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
役
場

町
民
課
に
申
請

書
が
あ
り
ま
す
。

国
間
額
療
養
費
貸
付
制
度

医
療
費
が
高
額
で
あ
る
た
め
、

一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
困
難
な
人
に

対
す
る
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

重
信
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
。
た
だ
し

、
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
人
は
貸
付
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

貸
付
額

高
額
療
養
費
、
高
額
療
養
費
貸

付

制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、

町
民
諜
・

国
保
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

年
金

加
算
額
の

対
象
者
と
な
っ
て
い
る
方
に

異
動
か
あ
っ
た
と
き
は

届
け
出
を
。

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
っ

て
い
る
方
で
、
加
算
額

の
対
象
と
な

っ
て
い
る

子
供
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当

し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
「
加
算
額
対
象
者
不
該
当
届

」

を
役
場
町
民
課
の
国
民
年
金
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

。

山
子
供
が
亡
く
な

っ
た
と
き

ω
子
供
と
の
生
計
維
持
関
係
が
無
く

な
っ
た
と
き

ω
子
供
が
婚
姻
し
た
と
き
(

事
実
上

の
関
係
を
含
み
ま
す
)

凶
子
供
が
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る

方
の
配
偶
者
以
外
の
方
の
養

子
に

な
っ
た
と
き
(

事
実
上
の
関
係
も

含
み
ま
す
)

同
子
供
と
断
結
し
た
と
き

附
十
八
歳
以
上
二
十
歳
未
満
の
子
供

の
場
合
、
障
害
の
程
度
が
よ
く
な

っ

た
場
合

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
た
り
遅
れ
た

り
し
ま
す
と
、
年
金
の

受
け
取
り
過

ぎ
に
な
り
、
後
に
な

っ

て
受
け
取
っ

た
年
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意

し

て
下
さ
い
。

だ

よ
。

守主~ふ'1 針/ι，
y-"号=- '!� -:圭ヶ

及"'~~
'，1 1月、

免
除
を
受
け
た
保
険
料
は

追
納
(
つ
い
の
う
)
で
き
ま
寸
吻

過
去
に
保
険
料
の
免
除
制
度
を
利

用
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か

。

免
除
さ

れ
た
期
間
は
年
金
を
受
け
取
る
際
に

必
要
な
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
を
計
算

す
る
と
き
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は

三

分
の

一
の
金
額
に
な
り
、
受
け
取
る

年
金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

将
来
、
有
利
な
年
金
を
受
け
取

っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現
在
、
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ

た
方
が
、
免
除
さ
れ
た
期
間

に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る

「
追
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す

。

こ
の

「
追
納
制
度
L

は
、
保
険
料

を
納
め
よ
う
と
す
る
月
か
ら
過
去
十

年
前
ま
で
の
聞
で
免
除
さ
れ
た
古
い

期
聞
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

手
続
き
の
方
法
や
納
め
る
金
額
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
町
民
課
の

国
民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

。

ぜ
ひ
、
こ
の

「

追
納
制
度
」

を
利

用
さ
れ
て
、
有
利
な
年
金
を
受
け
取

っ

て
く
だ
さ
い
。
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社
会
に
い
き
る
税

[
一
般
会
計
当
初
予
算
七
二
兆
円
]

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す

。

た
と
え
ば
、
社

会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整

備
、
教
育
や
科
学
の
振
興
な
ど
、
そ

の
活
動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た

っ
て

い
ま
す

。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
が
活
動

す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
あ
り
、

私
た
ち
に
と

っ

て
、
共
同
社
会
を
維

持
す
る
た
め
の
い
わ
ば
会
費
み
た
い

な
も
の
と
い
、
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、

私
た
ち
は
、
単
に
義
務
と
し
て
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
税
金
の
使

い
み
ち
に
つ
い
て
も
十
分
に
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す

。

国
の
活
動
を
表
す
平
成
五
年
度
の

一
般
会
計
予
算
(
当
初
)
は
七
二
兆

三
、
五
四
八
億
円
で
す

。

こ
の
う
ち
、

税
金
な
ど
で
賄
わ
れ
る
の
が
約
八

五
%
に
当
た
る
六
一
兆

三
、

O
三
O

億
円
で
す

。

こ
れ
に
そ
の
他
収
入
な

ど
を
加
え
る
と
六
四
兆
二
、
二
四
八

億
円
と
な
り
ま
す
が
、
国
が
必
要
と

す
る
歳
出
額
に
及
び
ま
せ
ん
。

こ

の

た
め
、
約

一
一
%
に
当
た
る
八
兆
一
、

三
O
O
億
円
の
公
債
を
発
行
し
て
不

足
額
を
補
っ
て
い
ま
す

。

し
か
し

こ
の
公
債
金
は
国
の
借
入
金
で
す
か

ら
、
最
終
的
に
は
税
金
で
返
済
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
の
納
め
る
税

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

[
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
を
守
る
た
め

に
]| 国の総収入(歳入) (平成問当初予算)I | 国の総支出(歳出) (平間年度当初予算)I 

2兆9 .2 18 1志向 (4.1% )

4 ~t6 . 4 06億円
(6.4%) 

い
ま
す

。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
生
活

に
困

っ

て
い
る
人
に
は
、
生
活
保
護

制
度
に
よ

っ

て
、
生
活
扶
助
な
ど
が

な
さ
れ
て
い
ま
す

。

そ
の
ほ
か
、
老

人
ホ
l

ム
、
保
育
所
、

心
身
障
害
者

の
社
会
福
祉
施
設
の
拡
充
な
ど
の
た

め
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
健
康
や

生
活
を
守
る
た
め
の
費
用
を

「

社
会

保
障
関
係
費
」

と
い
い
、
今
年
度
は

一
般
会
計
予
算
の
約

一
八
%
に

当
た

る
一
三
兆

一
、
四
五
七
億
円
が
使
わ

れ
ま
す

。身近な財政支出
(平成2年度の固と地方公共団体
の負担額の合計額)

思
い
が
け
ず
病
気
に
な
っ
た
り
、

け
が
を
し
た
り
し
て
医
者
に
か
か

っ

た
と
き

、

医
療
保
険
制
度
に
よ
っ
て
、

軽
い
負
担
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
老
齢

に
な

っ

て
収
入
が
少
な
く
な
っ
た
と

き
、

厚
生
年
金
や
国

民
年
金
な
ど
の
制
度

に
よ

っ

て
、
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な

っ

て
い

ま
す

。

こ
の
よ
う
な

医
療
保
険
や
年
金
保

険
は
、
病
気
や
老
齢

に
な

っ
た
と
き
の
生

活
の
安
定
を
図
る
た

め
、
す

べ
て
の
国
民

が
そ
の
適
用
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
ま
す

。

医
療
保
険
や
年
金

保
険
の
必
要
な
費
用

は
、
原
則
と
し
て
、

保
険
の
加
入
者
や
事

業
主
が
納
め
る
保
険

料
に
よ

っ

て
賄
わ
れ

ま
す
が
、
国
も
多
く

の
費
用
を
負
担
し
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、

国
民
健
康
保
険
の
場

合
は
保
険
給
付
費
の

二
分
の

一
を
、
年
金

の
場
合
は
基
礎
年
金

の
給
付
費
の
三
分
の

一
を
国
が
負
担
し
て

国民医療費の公費負担額

6兆4，699億円

約52，300円1 人当たりでは

[
住
宅
や
道
路
な
ど
の
整
備
の
た
め
に
]

住
宅
、
道
路
、
上
下
水
道
な
ど
の

社
会
資
本
の
整
備
に
充
て
ら
れ
る
費

用
を
「
公
共
事
業
関
係
費
」
と
い
い
、

今
年
度
は
八
兆
六
、
四
三
八
億
円
が

使
わ
れ
ま
す
。

住
宅
、
下
水
道
、
公
固
な
ど
の
分
野

の
充
実
は
、
私
た
ち
国
民
の
生
活
の

質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

[
教
育
や
科
学
技
術
振
興
の
た
め
に
]

我
が
国
は
、
世
界
で
も
教
育
水
準

の
高
い
国
の

一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す

。

こ
れ
が
我
が
国
の
経
済
や
文

化
の
発
展
の
基
盤
に
な

っ
て
い
ま

す
。

教
育
と
科
学
技
術
の
振
興
の
た

め
の
「

文
教
及
び
科
学
技
術
振
興
費
」

に
今
年
度
は

一
般
会
計
予
算
の
約

八
%
に
当
た
る
五
兆
八
、

二
O
五
億

円
が
使
わ
れ
ま
す

。

[
地
方
財
政
の
た
め
に
]

私
た
ち
の
家
庭
の
台
所
か
ら
出
る

ゴ
ミ
や
汚
水
の
処
理
、
消
防
や

筈
察

な
ど
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
身
近
な

公
共
サ
ー

ビ
ス
は
、
都
道
府
県
や
市

区
町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
が
受

け
持
っ
て
い
ま
す

。

財
政
力
の
違
い

に
よ

っ

て
、
住
民
の
受
け
る
公
共
サ

ー
ビ
ス
に

差
が
出
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
国
は
各
地
方
公
共
団
体
聞
の
財

源
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す

。

こ
の
た
め
、
「

地
方
交
付
税
交
付

金
」
に
、
今
年
度
は
一
般
会
計
予
算

の
約
二
二
%
に
当
た
る
一
五
兆
六
、

一
七
四
億
円
が
使
わ
れ
ま
す

。

〔
国
債
の
償
還
や
利
払
い
の
た
め
に
]

国
が
必
要
と
す
る
経
費
を
税
金
な

ど
の
経
常
収
入
で
賄
い
き
れ
な
い
と

き
に
は
、
公
債
や
借
入
金
に
頼
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん

。

そ

の
償
還
や
利
払

い
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
費
用
を
「
国

債
費
」

と
い
い
、
今
年
度
は

一
般
会

計
予
算
の
約
二

一
%
に
当
た
る

一
五

兆
四
、
四
二
三
億
円
が
計
上
さ
れ
て

い
土
品
十70
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どでかぼちゃカーニバル第9固
9月 12 日 (日)

午前10時から

(小間決行)

重信川緑地公園

(田窪、愛媛県緑化センタ ー西)

・どてかぼちゃ搬入方法

時

所

-日

-場

搬入日 時間 場所

9/10 13 :00-17: 00 重信町育苗用土

9/11 8:00-17:00 配合センタ ー

当日 7:00-9:00 カ ーニパル会場

-問い合わせ

重信町農業後継者協議会事務局

~64-200 1 (内 )433

水
道
だ
よ
り

量
水
器
(
メ
ー
タ
ー
)

取
替
に
ご
協
力
を
F

町
営
水
道
で
使
用
し
て
い
る

量
水

器
は
、
計
量
器
検
定
検
査
令
に
基
づ

き
、
八
年
ご
と
に
取
替
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
指
定
業
者
に
よ
っ

て
取
替
工

事
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
業
者
が
お

宅
へ
伺
い
ま
し
た
際
は
ご
協
力
下
さ

、

。

'
しV

な
お
、
お
留
守
の
場
合
で
も
取
替

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
永
知
下
さ
い

。

工
事
期
間

平
成
五
年
八
月

二
日
か
ら

十
二
月
二
十
日
ま
で

H4.9.20 

9月の納税
国民健康保険第3期

納税期限 9月 30 日(木)

。
歳
時
記
。
休
み
ま
す
。

秋
の
巡
回交

通
事
故
相
談

削
思
叫

\自

愛
媛
県
交
通
事
故
相
談
所
で

は
、
「

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
(
九

月

二
十

一
日
か
ら

三
十
日
)
」
の

一
環

と
し
て
、
「

秋
の
巡
回
交
通
事
故
相
談

(
無
料
)」
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時九

月
二
十
九
日
附
十
時
1

十
六
時

場
所重

信
町
役
場
第
一
会
議
室

相
談
内
容

ω
損
害
賠
償
額
の
算
定
、
請
求
方
法

ω
示
談
の
仕
方
、
保
険
金
の
請
求
方

法
等

相
談
員

日
本
損
害
保
険
協
会

愛
媛
県
交
通
事
故
相
談
員

お
問
合
せ
は

県
庁
交
通
消
防
課(

四
一|
一
一
一
一
一
)

松
山
地
方
局
県
民
生
活
課

(
四
一
ー

一
一
一

一
)

無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ
ク
を

な
く
そ
-
つ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

今
年
も
無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ
ク

対
策
協
議
会
で
は
、
九
月
一
日
か
ら

九
月

三
十
日
ま
で

「

無
保
険
(
無
共

済
)
バ
イ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ

ー

ン
」

を
行
い
ま
す
。

二
五
O

∞
以
下
の
バ
イ
ク
に
は
車

検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自

賠
責
保
険
(
共
済
)
の
継
続
契
約
を
つ

い
忘
れ
が
ち
で
す
。

小
さ
な
バ
イ
ク

だ
か
ら
と
い

っ

て

「
油
断
は
禁
物
」、

バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身
事
故
も
軽
視

は
出
来
ま
せ
ん
。
無
保
険
(
無
共
済
)

で
死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、
そ

れ
こ
そ
大
変
で
す

。

ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険

(
共
済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て

お
り
、
無
保
険
(
無
共
済
)

で
走
る
と
、
六
サ
月
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら

に
違
反
点
数
六
点
と
な
り
、
免
許
停

止
処
分
と
な
り
ま
す

。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た

ら
、

最
寄
り
の
損
害
賠
償
保
険
会
社
、

代
理
店
(
ハ
イ
ク
・

自
転
車
店
、

コ

ン

ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
)
、
農
協
へ
い

主
、
宇
ナ
し
ょ
、7
0
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第
二
十
六
回

第
十
五
回

子
供
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
八
月
一

日
、
東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
後

援
の
も
と
、
重
信
中
学
校
野
球
場
ほ

か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
二
十

一
チ

ー

ム
、
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
に
は
二
十
五
チ
l

ム
が
参
加
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た

。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
、
三
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

A
フ
ロ

ッ
ク

優
勝
下
林

・

上
村
C

準
優
勝
上
林

A

第
三
位
横
河
原

A

B

ブ
ロ

ッ

ク

優
勝
下
林

・

上
村
A

準
優
勝
上
林

B

第
三
位
南
野
田

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
チ
l

ム
の
み
な
さ
ん

A

ブ
ロ

ッ

ク
優
勝

樋

口

B

ブ
ロ

ッ

ク
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

A
ブ
ロ

ッ
ク

優
勝
樋
口

準
優
勝
志
津
川

A

第
三
佐
下
林

A

B

フ
ロ

ッ
ク

優
勝
横
河
原

A

準
優
勝
田
窪
団

地

第
三
佐
見
奈
良

C

ブ
ロ

ッ
ク

優
勝
牛
測
団
地

準
優
勝
八
反
地

第
三
位
堀
池

・

西
岡

C

ブ
ロ
ッ

ク
優
勝

牛
測
団
地

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
チ
l

ム
の
み
な
さ
ん

A

ブ
ロ
ッ

ク
優
勝
下
林

・

上
村
C

B

ブ
ロ

ッ
ク
優
勝

下
林
・

上
村
A

愛
媛
長
寿
学
園生

徒
募
集
F

多
様
化
・
高
度
化
す
る
高
齢
者
の

学
習
要
求
に
対
応
し
て
、
幅
広
い
教

養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

学
習
講
座

(
基
礎
課
程
)
を
開
設
し
ま

す
。
修
了
者
は
、
地
域
活
動
な
ど
の

指
導
者
と
し
て
、
生
涯
学
習
の
推
進

や
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す

。

主
催

愛
媛
県
教
育
委

員
会

期
間

平
成
五
年
十
月
か
ら

二
年
間

会
場

重
信
町
民
会
館

学
習
課
程基

礎
学
習
(
生
活
・

美
術
・

郷

土
史
・

文
学
・

国
際
・

趣
味

・

園
芸
・

ス
ポ
ー

ツ
等
十
六
科

目
)

受
講
資
格六

十
歳
以
上
の
方

受
講
経
費受

講
料
は
、
無
料
(
た
だ
し
、

教
材
費
、
交
通
首
位
守
に
つ
い

て
は
自
己

負
担

。

)

申
込
先

重
信
町
教
育
委
員
会

宮
六
四
ー

一
五
0
0

申
込
期
限平

成
五
年
九
月

二
十
日

(
定員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す

。

)



第
二
十
五
回
重
信
町
成
人
ソ
フ

ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
七
月
二
十
五
日
、

重
信
中
学
校
野
球
場
ほ
か
回
会
場
で
、

二
十
一
分
館
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た

。
上
位
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

東
ブ
ロ

ッ
ク

優
勝

準
優
勝

第
三
位

下
林

品
質
訂d

百
小

1
i
j
 

西
岡

・

新
村

西
ブ
ロ

ッ
ク

優
勝

準
優
勝

第
三
位

樋上牛
口村洲

見
奈
良

電あ
秋祭りをひかえ、恒例の重信町獅子舞大会

を、次のとおり開催します。

町内各地区の獅子舞保存会の皆さんによる

古くから伝わる獅子舞の競演です。

・ 日時 10月 3 日(日)

午後l時30分 -4時30分

I"T民会館大ホール

重信町中央公民館

獅子舞大会

所

催

1 11 ・2tιけめぶ

場
主

•• 
東
ブ
ロ

ッ

ク
優
勝

下
林

西
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

牛
洲

第17回移動博物館
-日時 9月 18、 20 、 21 、 22 日

・場所町民会館ロ ビー

・テーマ 「重信川の自然」

・主催 愛媛県立博物館

岩石化石標本、 動植物生態写真、

パネルなどの展示

日
本
国
憲
法
は
、
人
権
を
保
障
し
、

い
っ
さ
い
の
差別
を
認
め
て
い
ま
せ
ん

。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社
会
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
の
形
で
国
民
と
し
て
の
権

利
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
人

び
と
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
同
和
地
区
の
人
び
と
は
、

同
じ
国
民
で
あ
り
な
が
ら
、
結
婚
や

就
職
の
際
に
い
ま
な
お
差
別
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
そ
れ

は
人
聞
の
権
利
が
著
し
く
侵
害
さ
れ

る
と
い
う

重
大
な
人
権
問
題
で
あ
り
、

こ
れ
は
日
本
国

憲
法
の
精
神
に
ま

っ

た
く
反
す
る
も
の
で
す

。

明
治
の
初

め
、
『
学問
の
す
す
め

』
で
「

天
は
人
の

上
に
人
を
造
ら
ず

」

と
い
っ
た
福
沢

諭
吉
は
、
「

天
は
富
貴
を
人
に
与
え
ず
、

そ
の
人
の
働
き
に
与
え
る
も
の
な
り

」

と
説
い
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
、
き

び
し
い
身
分
制
の
し
か
れ
て
い
た
社

会
で
は
、
生
ま
れ
た
家
や
と
こ
ろ
で
、

そ
の
人
の
地
位
や
身
分
が
決
め
ら
れ

て
い
た
ニ
と

に
対
す
る
い
き
ど
お
り

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う

。

自
由

と
平
等
を
理
想
と
す
る
近
代
の
民
主

社
会
に
あ
っ
て
は
、
働
き
や

業
績
の

評
価
に
よ
る

差
異
は
あ
る
に
し
て

も
、
本
人
の
能
力
や
働
き
に
関
係
な

く
、
た
だ

「
生
ま
れ
」
に
よ
っ
て
人
を

評
価
し
て
は
な
り
ま
せ
ん

。
と

こ
ろ

が
現
実
に
は
そ
ん
な
風
潮
が
な
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
同
和
問

同
和
教
育

同
和
問
題
と
人
権

題
を
残
し
て
い
る
背
景
が
あ
る
と
い

え
ま
し
ょ
う

。

同
和
問
題
の
解
決
は

「

国
民
的
課
題
」

で
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す

。

と
こ
ろ
が
、
同
和
問
題
と
い
え

ば
同
和
地
区
の
人
び
と
に
限
っ
た
問

題
だ
と
い
う
間
違
っ
た
考
え
が
あ
っ

た
り
し
て
、
み
ん
な
の
問
題
に
な
り

き
っ
て
い
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す

。

同
和
問
題
は

「

人
聞
の
自
由
と
平
等

に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か

か
わ
る
問
題
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ

の
差
別
の
解
消
は
、
国
民
の
「

不
断

の
努
力
」

に
よ

っ

て
こ
そ
達
成
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
守
ら
れ
お

互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い

社
会
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
る

の
で
す
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
み

て
も
、
土
固
な
が
ら
の言
い
伝
え
や
、
し

き
た
り
に
し
ば
ら
れ
た
り
、
家
柄
や

迷
信
や
時
代
お
く
れ
の
意
識
な
ど
が

根
づ
よ
く
生
き
残
っ
て
い
ま
す

。

こ

の
よ
う
な
矛
盾
や
不
合
理
が
差
別
を

残
し
て
い
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
私
た

ち
の
人
間
ら
し
く
生
き
た
い
と
い
う

願
い
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
社
会
の
中
に
あ

る
矛
盾
や
不
合
理
の
中
で
、
も
っ
と

も
重
大
な
社
会
的
問
題
と
い
わ
れ
る

同
和
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ

る

差
別
も
含
め
て
、
私
た
ち
の
身
の

ま
わ
り
を
よ
り
よ

く

し
ょ
、
っ
と
す
る

、

取
り
組
み
に
つ
な
が
る
の
で
す。
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第
二
十
九
回

今
年
の
文
化
祭
は
、
十
一
月
十
二

日

1

十
四
日
に
か
け
て

町
民
会
館
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
す

。

文
芸
大
会
(
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
)

へ
の
応
募
、
美
術
展
・

菊
花
展
へ
の

出
品
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
り

行
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て

応
募

・

出
品
し
て
下
さ
い

。

申
込
み
方
法

山
文
芸
大
会
:
・
は
が

き
等
に
、
住
所
・

氏
名

・

電
話
番
号

を
記
入
し
文

化
協

会
事
務
局
へ

提

出
。

ω
美
術
展
・
菊
花
展
・
:

町
民
会

館
に
備
え
て
あ
る
申
込
み

書
へ
記
入

し

、
文

化
協
会
事
務
局
へ
提

出
。

申
込
み
期
間

十
月
十
四
日
附
i

二
十
日
附
必
着

申

込
み
先

重
信
町
大
字
田
窪
二
三
七
O

町
民
会
館
内

重
信
町
文
化
協
会
事
務
局

重
信

O
文
芸
大
会
応
募
・
開
催
要
項

〈
俳
句
大
会
〉

-

開
催
日
十

一
月
十
四
日
同

十
三
時
1

十
五
時
三
十
分

・

選
者
未
定

-

応
募
数

一
人
当
季
雑
詠
三
句
で

未
発
表
作
品
に
限
る

。

-

備
考

当

日
の
席
題
は
、

一
人
二

句
以
内
で
未
発
表
作
品
に
限
る

。

〈
短
歌
大
会
〉

-

開
催
日
十

一
月
十
三
日
出

十
三
時
1

十
五
時

重
信
町
文
化
祭

作
品
募
集

-

選
者
武
市
公
子
先

生

・

応
募
数
一
人
当
季
雑
詠

三
句
で

未
発
表
作
品
に
限
る

。

〈
川
柳
大
会
v

・

開
催
日
十
一
月
十
三
日

出

十
三
時
三
十
分
l

十
五
時
三
十
分

・

選
者
上
岡
紀
久
子
先

生

-

宿
題

「
し
ん
ど
い

L
・
「
あ
な
た

」
・

「

菊
」

の
三
題
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、

二
句
を
投
句
す
る

。

-

備
考

当

日
の
席
題
は
、

一
人
二

旬
以
内
で
未
発
表
作
品
に
限
る

。

O
美
術
展
出
口
問
要
項

〈
出
品
種
別
〉

O

水
墨
画
額

O

絵
画
額
又
は

軸
表
装

O

書
道

全
紙
以
下
で
額
又
は

'
巾
山

+
m
T
 

O

写
真
四
つ
切
り
以
上

O

手
芸
・

陶
芸
・

彫
塑

室
内
展
示
の
で
き
る
も

の

O

児
童
生
徒
作
品
に
つ
い
て
は
、

各
小
・

中

学
校
ご
と
に
募
集

。

華
道

町
内
華
道
社
中
を
通
じ

て
募
集

〈
出
品
資
格
〉

ω
町
内
在
住
者
及
び
出
身
者

間
町
内
勤
務
者
及
び
通

学
者

〈
出
品
料
〉
無
料
。
一
般
(高
校
生
以

上
)
は
無
審
査
と
す
る

。

〈
作
品
搬
入
〉

(
期
日
厳
守
)

十
一
月
八
日
間
1

十
日
附

〈
展
示
作
業
〉

十

一
月
十

一
日
嗣

八
時
三
十
分
l

二
十

一
時

〈
作
品
搬
出
〉

(
期
日厳
守
)

十

一
月
十
五
日
間

八
時
三
十
分
1

二
十

一
時

※
備
考
不
可
抗
力
に
よ
る
損
害

に
つ
い
て
は
、
主
催
者
は
責
任

を
負
わ
な
い
。

O
菊
花
展

・

搬
入
日
十
一
月
十
二
日
働

(出
品
者
が
搬
入
)

・

場
所

町
民
会
館
ロ
ビ
ー

-

内
容
大
輪
菊

・

け
ん
が
い
菊
・

盆
栽
菊

・

切
花
菊
等

町
長
賞
そ
の
他
多
数

• 
賞

女
性
塾
通
信

重
信
町
内ウ

ォ
ッ
チ
ン
ク

私
た
ち
の
町
を
ま
ず
知
る

こ

と
か

ら

と
、

回
年
度
女
性
塾
の
第

一
回
活

動
と
し
て
「

重
信
町

内
ウ

ォ

ッ

チ
ン

グ
」
が
七
月
二
十
日
行
わ
れ
ま
し
た

。

町
内
を
パ
ス
で
巡
り
、

主
な
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
が
、
中
で
も
清
掃
セ

ン
タ
ー

は
、
身
近
な
環
境
の
テ

l

マ

と
し
て
参
加
者
の
関

心
が
高
く
、
質

問
も
相
次
さ
ま
し
た

。

夏
場
に
な
る
と

水
分
が
増
え
、
ゴ

ミ
が
燃
え
に
く
く
な
る
こ
と

。

他
町

村
で
問
題
に

な
っ
て

い
る
ス
プ
レ
ー

に
よ
る
爆
発
は
、
大
き
な
も
の
は
ま

だ
な
い

も
の
の
、

小
さ
な
昨
裂
は
毎

日
の
よ
う
に
あ
り
、
危
険
だ
と

の
こ

A
W二

A
U
加
山

o
z
 

O

持
。
足

。

立
@
 

と
な
ど
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
や
ビ

ニ
ー

ル
な
ど
石

油
製
品
は
、
燃
え
る
と
溶
け
て
固

い

大
き
な
固
ま
り
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
が
炉
を
ふ
さ
ぎ
、
取
り
除

く
の
に

大
変
な
こ
と

。

さ
ら
に
石
油

製
品
が
燃
え
る
時
に
出
る
と
さ
れ
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の

化
学
物
質
は
、

現
在
の
炉
で
は
出
る
の
は
避
け
ら
れ

な
い
こ
と
な
ど
、
私
達
の

出
す
ゴ
ミ

の
処
理
に
い
ろ
い

ろ
い
な

問
題
が
あ

る

こ
と
を
知
り
ま
し
た

。

お
話
を
聞
い
て
い
て
、
高
温
と
悪

臭
の
中
で
ゴ

ミ
と
炉
の
火
を
プ
ロ
の

目
で
見
続
け
て
い
る
職
員
の
方
々
の

ご
苦
労
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た

。

水
切
り
に
は
、
ゴ
ミ
袋
の
底
に
新

聞
紙
を

一
枚
敷
く
だ
け
で
も
有
効
と

の
こ
と

。

ス
プ
レ

ー
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、

牛山
や
ビ

ン
、
プ
ラ
ス
チ

ッ

ク

類
を

「
燃
え
る

コ
ミ

」

で
出
さ

な
い

よ
う
分
別
を
き
ち

ん
と
す
る
な
ど

、

私
達
も
出
来
る
と
こ
ろ

か
ら
実
行
す

る

こ

と
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た

。

(
女
性
塾
生M
・
M
)
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*9月の星空あんない
一一 観察場所重信町見奈良 重信天文台から一一

観察時間 9月中旬の夕刻ニろ

夏も すぎ昼間は暑くても夜には冷えこみ、露が降

りる頃になると、空気が澄んで星がきれいに見えま

す。 西北には北斗七星、南西の空にさそり座のアン

タレス(一等星)が低くな っ てくると、 天項には銀河

が横たわり、その中に大きく翼を広げ南へ飛んで、行

こうとする十文字のはくちょう座の星々、織女(二

ベガ・ こと座)とけん牛(=デネブ ・ わし座)の物語で

有名な星座が左右に別れて輝きます。

東の空には四角い形のペガスス座があらわれ、 北

東に230万光年前のアンド ロ メダ座の大星雲も見つ

けることができます。 南(東)の空ではやぎ座が輝

き、その東にある明るい星が土星で、細く傾いた輪

と衛星タ イタンも口径5cm ・ 50倍程度の望遠鏡で観

察できます。

-{;r{::rCrCrtd::rCrtrCrC.えなな -(;r{:{"{:rCr{::r{;:( セセセセセ

天文講座
〈秋の天体観察コース〉

気軽に、星空観察を楽しめる初心者向きの コ ース 。

*日時 9/10f針 10/8(金)

〈アマチュア天文家聾成コース〉

継続的に講座や観測に参加し、研修する コース 。

*日時 9パ7後ì 10/15後)

お ，*，し込み ・ お問し、合わせは、社会教育課天文係まで 。

fi64-1500(内線503)

す天文一ロメモす
星の明るさ(等級)は、どのようにして決まるのか
ギリシャ時代は、目で見て一番明るい星のグループ

を 1等星 とし、次を 2等星 というふうに6等星まで決めて

いました。 その後、 l等星が6等星の平均の明るさの100

俗であることがわかり、 1等級明るさが変わるごとに

2.5倍と定め、 1等星 より も 明るい星をO等星、 - 1等星

というふうに呼んでいます。
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学
校
だ
よ
り
⑧

は
ば
た
く
北
吉
井
っ
子

今
日
も
、

一
人
の
お
友
だ
ち
を
送

り
ま
し
た

。

彼
女
の
行
先
は
、
ア
メ

リ

カ

・
オ
レ

ゴ
ン

州
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ク
ー

ル
で
す

。

両
親
の
研
究
の
た

め
、
一
年
間
ア
メ
リ
カ
で
生
活
を
す

る
そ
う
で
す

。

北
吉
井
小
学
校
で
は
、
こ
の
よ
う

に
、
海
外
で
の
生
活
を
経
験
し
て
い

る
子
ど
も
さ
ん
が
、
三
十

人
い
ま
す
。

ア
メ
リ

カ

・

イ
ギ
リ
ス

・
ド

イ
ツ
と

い
っ
た
国
々
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
ス
ク

ー

ル
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
、
遊
び
、
学
び
、
文
化

に
触
れ
て
、
生
き
生
き
と
し
て
帰
っ

て
く
る
子
ど
も
た
ち
を
、
あ
た
た
か

く

迎
え
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

『
共

に
励
ま
し
合
い
、

伸
び
ゆ
く
児
童
』

が
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
い
た

し
ま
す

。

こ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
二

十
一
世
紀
に
、
確
か
な
国
際
人
と
な

っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
日
々

願
い
な
が
ら
、
本
年
度
力
を
注
い
で

い
る

こ

と
の
一
つ
に
、
『

生
命
を
大
切

に
す
る

』
教
育
が
あ
り
ま
す

。

か
け

が
え
の
な
い
自

他
の
命
を
大
切
に
守

る
こ
と
。
安
全
に
楽
し
く
生
活
で
き

る
こ
と
が
願
い
で
す
。

z-11j:17凡で)-- -- 紗ミ‘司副♂\ , • I '.'  I 、 -、 グ干.. 
, ドで. ‘' 

正
門
の
す
ぐ
南
を
走
っ
て
い
る
道

路
は
、
モ
ー
タ
リ

ゼ
l

シ
ョ
ン
の
波

に
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
、
北
側
に

片
側
二
車
線
の
国
道
十
一
号
線
が
開

通
し
ま
し
た

。

物
を
の
せ
、
文
化
を

の
せ

、

夢
を
の
せ
て
、
ひ
っ
き
り
な

し
に
車
が
東
西
に
走
っ
て
い
ま
す

。

長
官
流
れ
ゆ
く
岩
伽
羅
の
:
・

0
と
校

歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る
岩
伽
羅
山
を

北
に
の
ぞ
み
、
南
に
は
、
愛
大
医
学

部
附
属
病
院
が
そ
ぴ
え
て
い
ま
す

。

縁
に
あ
ふ
れ
、
生
命
を
豊
か
に
は
ぐ

く
む
自
然
の
中

に
、
科
学
の
粋
を
集

め
た
新
し
い
も
の
を
し
な
や
か
に
取

り
入
れ
な
が
ら
発
展
し
て
い
る
校
区

は
、
私
た
ち
の
誇
り
で
す

。

現
在
六
八
O
人
の
子
ど
も
た
ち
が

い
ま
す
。

十
年
前
に
は
、
六
三

O
人

で
し
た
。

五
O
人
増
え
て
い
ま
す
。

学
級
の
数
も
、
二
学
級
増
え
ま
し
た

。

と
く
に
、
低
学
年
の
子
ど
も
が
増
え

て
い
る
の
が
特
徴
で
す

。

若
い
層
の

保
護
者
が
増
え
、
若
さ
と
意
気
が
満

ち
満
ち
て
い
る
の
で
す

。

宇
都
宮
雅
雄
校
長
以
下
、
教
職
員

二
十
八
名
は
、
自
立
、
勤
勉
、
協
力

の
校
訓
の
も
と
、
健
や
か
な
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
み
た
い

と
努
力
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
の

時
代
は
、
ま
す
ま
す

個
性
や
多
様
性
を
尊
重
す
る
こ
と

が

大
切
で
す

。

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く

た
め
に
、
強
い
自
律

心
と
思
い
や
り

の
心
、
さ
ら
に
自
分
を
正
し
く
表
現

す
る
力
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す

。

(
教
諭

菅
野
茂
美
)

所
在
地

重
信
町
大
字
志
津
川

一
三
一

沿

革
明
治
三
十
七
年
設
立

昭
和
四
十
四
年
、

山

之
内
小
学
校

を
統
合

住宅統計調査
10月 l 日、全国一斉に、住宅の国勢調査砂と

もいわれる住宅統計調査が行われます。この

調査は、 、豊かな住生活。実現のための基礎と

なるものです。調査員が9月 23 日から調査票を

持っ て調査をお願いするお宅に伺います。 ご

協力をお願いします。

や~ 10月 1 日

豊かさは住みよい 環境住まいから

￠平成5年住宅統計調査
お問合せは

重信町役場企画商工課統計係へ (fi64-2001 内線552)



生
涯
学
習
県
民
講
座

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー

で

は
、
新
た
な
知
識
を
服
収
す
る
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
時
事
問

題
な
ど
様
々
な
テ
ー

マ
に
よ
る
講
演

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
予
地
区
で

は
、
次
の
と
お
り
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
す
。

会
場愛

媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

県
民
小
劇
場

対
象
者

一
般
県
民

入
場
料

無
料

申
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
、
「
講

師
名
」、

「

住
所
」、

「
氏
名
L、

「

年

齢
」、

「

性
別
」、

「

職
業
」、

「

電
話

番
号
」
を
記
入
。

(
一
枚
に
つ
き
一
名
)

た
だ
し
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。

(
定員
各
五
O
五
名
)

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
七
九
一
ー

一
一

松
山
市
上
野
町
甲
六
五
O
番
地

位
六
三
l

o

-
-
o

1 15 ・τιげあふ:

日程及び内容

開催日 開場時間 講i寅時間 講師 i寅 題 申込み締切 B

10月 9 日 (i) 18 : 00- 18 : 30- 東京ヴィウ'アルディ合奏団演奏会 9月 30 日 (ね

(評論家) 「世界の中の日本と
11月 6 日(士) 13 : 00- 13 : 30 -15 : 00 

草柳大蔵 時代の潮流」
10 月 25 日 (月)

12 月 18 日 (士) 15: 00- 15 :30- 17:0。
(評論家)

「新しい時代をよ む」 12月 10 日働
田原総一朗

」一一

公
園
の
閲
覧
有
料
化

1

十
月
一
日
か
ら
l

松
山
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す。

不
動
産
登
記
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
十
月

一
日
か
ら
地
図
に
準
ず
る

図
面
(
公
園
)
の
閲
覧
に
は
手
数
料

が
必
要
と
な
り
ま
す

。

国
の

基
準
点
(
三
角
点

)
を
基
準

と
し
て
境
界
を
測

量
し
た
地
図
が
備

え
ら
れ
て
い
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、

土
地
の
位
置
、
形
状
、
地
番
を
示
す

唯

一
の
公
的
資
料
が
公
図
で
す

。

公

図
は
、
こ
れ
ま
で
事
実
上
登
記
所
に

保
管
さ
れ

一
般
の
閲
覧
に
供
さ
れ
な

が
ら
法
律
上
の
恨
拠
を
欠
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、
法
律
上

の
根
拠
を
も
つ

こ
と
と

な
り
誰
で

も
、
手
数
料
(
一
枚
四

O
O
円
)
を

納
付
し
て
そ
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

。

こ
の
閲
覧
手
数
料
は
、
公
図
を
整

備
し
そ
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の

経
費
に
充
て
ら
れ
る
な
ど
登
記

事
務

の
適
正
・

迅
速
な
処
理
の
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

平
成
五
年
度

農
林
参
観
デ
|

こちら情報局

日
時十

月
一
日
樹
、

二
日
出

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

主
催恐

瑳
県
(
愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
)

場
所愛

媛
県
縁
化
セ
ン
タ
ー

(
重
信
町
田
窪
字
門
田
七
四
三
)

内
容①

環
境
緑
化
の
見
本
展
示

ミ
ニ
庭
園
、
生
垣
、
花
木
、

郷
土
樹
等
の
見
本
国

②
交
流
広
場

小
動
物
の
ふ
れ
あ
い
広
場
、

樹
木
当

て
ク
イ
ズ
、
ど
て
か

ぼ
ち
ゃ
重

量
当

て
ク
イ
ズ
な

y
」

③
緑

化
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

庭
木
、
観
葉
植
物
な
ど
の
病

害
虫
の
診
断
と
防
除
方
法
、

庭
木
の
手
入
れ
の
仕
方
や

管

理
④
そ
の

他

植
木
、
花
、
鉢
物
の
即
売

林
業
器
具
等
の
版
売

盆
栽
展
示
会
と
販
売

お
問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

宮
六
四
l

五
五
二
七
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第2固親予名作映画会

「お星さまのレー'}V'J

こ
の
映
画
は
、
朝
鮮

で
生
ま
れ
、
五
才
の

時
に
戦
争
を
体
験
し

た
人
気
女
優

・

小
林

千
登
勢
さ
ん
が
、
児

童
向
け
に

書
い
た
同

名
の
原
作
を
も
と
に

作
ら
れ
ま
し
た
。

1400円

重信町教育相談室

11寺

所

金

日
tj
 
(
 

:t-lt 

午後2 : 30-
午後7: 00-

ペア券

l回目

2回目

1111 民会館大ホール

前売り券 800円 (4才以上)

当 日券 900円 (4才以上)

重信町親と 子の良いU!，Iと匝l を みる会

連絡先中野(fi'64-7243)

池川(fi'64-2995)

重信町文化協会・重信町教育委員会

9月 18 日(土)• EI 

-場
・事|

-王

-後

〈歴史・地理> 0 80年代中東の挑戦一森詠0パレスチ

ナ一広河隆一 o宮中侍従物語一入江相政 o r岩宿」の

発見一相沢忠洋 0 2時間登頂の山一森田秀己〈社会科

学> 1994年、日本は中国へ行く一宇野正美o平成夫婦

進化論一宮本貢o夫婦別姓への招待一高橋菊江0司法

書士 〔改訂第2版〕一法学書院 〈自然科学> 0形 ・ 生命 ・

創造ーランス ロ ッ ト ・ L ・ ホワイ 卜 0 森の365 日一宮崎

学o右脳力の生かし方一品川嘉 也 0 いわし一日本放送

出版協会 〈技術・工業> 0地球にやさしいエネルギーが

わかる本-NUPEC広報企画室o都市学入門一黒川紀

章0真空工学 山科俊郎〈家政学> 0金子信雄のうま

い料理一金子信雄0着るという こと一水野正夫0 コ ッ

トンワーク 12 ヵ月の手作りブック一雄鶏社o暮らしの

中の一色刺繍一雄鶏社0新感覚の簡単京風おかず 桑

原桜子 〈産業> 0香辛料2一山崎峯次郎 0 ポケ ッ ト山の

幸一橋本郁三 o水産資源解析入門 -J ・ A . ヵーランド o

座礁一日本経済新聞特別取材班〈芸術> 0 浮世絵師 写

楽一瀬木慎一 0 日曜画家の油絵入門一石川滋彦 0パッ

ノ、の思い出ーア ンナ・マグダレーナ・バッハ 0茶道の基

礎一千宗主 〈文学> 0深い河一遠藤周作0我が老後一

佐藤愛子0終りの美学一森格子 0季節のかたみ 一幸田

文 o生きる ヒ ント 五木寛之・・・・・・・・・その他

新刊図書案内

月 日 相談員

22 井上勝美
9 

29 近藤栄宏

6 近藤良情
10 

13 稲荷 善一

毎週水曜日

13:00-17:00 

所 図書館3階

話 64 -3437

直接来られでも

かまいません。

時- 日
(9月の休館日〕

6 日 ・ 13 日 ・ 15 日 ・ 19 日 ・ 20 日 ・ 23 日 ・ 27 日 ・ 30 日
-場

・電〔今月の標語〕

人はあまりに早〈読むか、 あまりにゆっくり読めば

何事も理解しない (パスカル)

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
、
平
成
六
年
三
月
に

高
等
学
校
卒
業
見
込
者
を
対
象
に
、

陸
・

海
・

空
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

。

*

ニ
等
陸
海
空
士
*

応
募
資
格

平
成
六
年
高
等

学
校
卒
業
予
定
、
又

は

一
八
才
以
上
二
七
才
未
満
の
男
女

給
与
初
任
給
(
月
額
一
五
一
、
八
O
O
円
)

期
末
・

勤
勉
手
当
ほ
か
各
種
手
当
が

職
務
や
勤
務
条
件
に
よ
っ

て
支
給
さ

れ
ま
す
。

衣
食
住

食
事
・

宿
泊
費
無
料
の
ほ
か
、
被
服

等
も
す
べ
て
無
料
で
支
給
又
は
貸
与

さ
れ
ま
す
。

手
当
特
別
退
職
手
当

受
付

一

般
:
・
常
時

高
校
生
・
・
・
平
成
五年
九
月
五
日
か
ら

女
子
:

・
平
成
五
年
八
月
二
日
か
ら

九
月

三
十
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

宮
六
回
|

二
O
O

一

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

官
四
七
|

三
O
四
O

9月 1 日 -30日

障害者雇用促進月間
健康増進センター展'93
一明日に向かつて健康づくり一

一人でも多くの障害者が働く職場を得て社会参

加ができますように、皆J様方のご理解とご協力を

お願いいたします。

ハローワーク松山(松山公共職業安定所)

ft32-1010 

9:00-16:00 

愛媛県健康増進センタ ー

(松山市末広町、 包45-8008)

9 月 18 日仕)時

所

-日

-場



伝
統
を
守
る
「
虫
送
り
」

牛
測
地
区
で
は
、
七
月
二
十

二
日

稲
の
害
虫
駆
除
を
祈
る
「

虫
送
り
」

の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
小
・

中
学
生
八
十
余

名
が
同
地
区
の
道
音
寺
に
集
合
。

大

数
珠
繰
り
で
、

害
虫
駆
除
と
五
穀
豊

穣
を
祈
と
う
。
こ
の
後
、
お

札
を
つ

け
た
サ
サ
を
手
に
、
鉦
(
か
ね
)
や
太

鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
、
地
区
内
を
巡

り
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
が
ち
な
伝
統
行
事
も
、

こ
こ
で
は
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
よ
う
で
す

。

無
形
文
化
財
「
楽
頭
」

八
月
十
四
日
夜
、
山

之
内
の
麓
(
ふ

も
と

)
地
区
で
、
伝
統
の

「

楽
頭
(
が

く
と
う

ご

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「

楽
頭
」
は
、
川
の
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
、
雨
乞
い
の
行
事
で

、

中
世
末
期
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
;
ナ
l

マ
ミ
ダ
|

ブ
ヤ
ナ
|

マ

ミ
ダ
。
と
い
う
念
仏
衆
の
声
に
、
大

提
婆
(
だ
い
ぱ
)
・
小
提
婆

・

鉦
打
ち

が
楽
を
奏
し
な
が
ら
踊
る
、
念

仏
踊

り
で
す
。

長
ら
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

三
年
前
、

地
元
の
若
者
た
ち
が
復
活

さ
せ
た
も
の
で
す

。

1 17 ・21Rιけめふ:

合唱"

、''.!. 
・、
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1 
" ダ \

二
十
四
時
間

チ
ャ
リ
一
存
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

くかわら版〉

八
月
七
日
午
前
十
時
か
ら
、
北
吉

井
小
学
校
運
動
場
で

「

二
十
四
時
間

チ
ャ
リ
テ
ィ
ソ
フ

ト

ボ
ー

ル
」

が
行

わ
れ
ま
し
た

。

横
河
原
地
区
の
活
動
部
の
み
な
さ

ん
が
呼
び
か
け
た
も
の
で
、
守
備
側

は
、

一
点
失
う
ご
と
に

一
人
十
円
の

募
金
を
行
い
ま
し
た

。

翌
八
日
午
前
十
時
ま
で
に

、

百
四

十
三
回
を
戦
い
、
全
部
で
二
十

一
万

七
千
円
余
り
が
集
ま
り
ま
し
た

。

こ

の
募
金
は
、
北
海
道
南
西
沖

地
震
の

被
災
者
救
援
金
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し

た
。

iTM 
.. ‘". 

お
め
で
と
‘
つ
/

上
林
さ
さ
ゆ
り
緑
の
少
年
隊

第
八
回
愛
媛
県
緑
の
少
年
団
活
動

発
表
大
会
が
、
八
月
七
日
、
松
山
市

の
県
民
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

Jに
。

県
内
に
あ
る
八
十
九
少
年
団
の
う

ち
、
九
団
体
の
代
表
が
日
頃
の
活
動

に
つ
い
て
発
表
、
上
林
さ
さ
ゆ
り
緑

の
少
年
隊
が
優
秀
校
と
な
り
ま
し
た

。

一
番
目
の
発
表
と
な
っ
た
上
林
さ

さ
ゆ
り
隊
は
、
隊
長
ほ
か
六
年
生
三

人
が
、
花
山
城
祉
の
清
掃
や
桜
の
木

の
植
樹
、
一
人

一
鉢
運
動
な
ど
に
つ

い
て
、
ス
ラ
イ

ド

や
O

H
P

を
使
っ

て
発
表
し
ま
し
た

。

秋
に
な
る
と
、
運
動
会
や
遠
足
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
行
楽
行
事
が
目
白

押

し
。

本
紙
に
も
、
「
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
カ

ー
ニ
バ
ル
」
や

「

農
林
参
観
デ
|
」

な
と
、
野
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が

届
き
ま
し
た

。

準
備
の
裏
方
は
、
あ
れ
や
こ
れ
や

と
て
ん
て
こ
舛
い
の
様
子

。

客
寄
せ

に
は
何
を
す
る
か
、
何
を
買
っ
て
く

れ
る
か
、
駐
車
場
は
大
丈
夫
か

。

た

だ
で
さ
え

心
配
は
っ
き
な
い
の
に
、

加
え
て
今
年
は
、
大
問
題
が

。

そ
う
、
こ
の
長
雨
、
天
候
不
順
が

気
が
か
り
で
す
。

「
か
ぼ
ち
ゃ

、
出
来

と
ん
け

ぇ
?

」
「こ
の
間
じ

ゃ

け
ん
な

あ
。

腐
る
方
が
多
い
わ
い

。

」
こ
ん
な

調
子
で
見
当
が
つ
か
な
い
ら
し
い

。

実
際
、
町
内
で
も
ち
ら
ほ
ら
し
か
育

っ

て
い
な
い
と
か

。

「

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
」
と
い
う
季
節

。

今
月
三
十
日
は
「

十
五
夜
」
で
す

。

高
く
滋
み

切
っ
た
空
に
満
月

。

今
年

は
ど
う
も
望
み
薄
の
よ
う
で
す
ね

。
(
ほ
)
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習
量
園
風

E
圃

出
生
(
お
め
で
と
う
万
)

八
月
十
日
届
出
分

志 ;横田牛悶志南下下上検検 住

i挙 河原 津野 河河
川 窪洲窪 川田林林村 原 !京 所

大鈴 山* 大中松松大高市 琢佐 保地 木 内田西野岡 本 森 際伯
|王| 護

公 真平夫日 i享政武公手l! 者正誠一弘二 一司 彦太儀等

友遥将ひ由友一ニ愛尚 I明純 出
か 五己 EI 生

美香人 り夏莱希奈夏 幸香菜 児

777777777777  生
年月

21 19 19 16 13 13 11 9 8 8 4 3 日

場所

町民会館

役場2際会議室

日
川f
 

l昨名
.-
1T 旦上 B

20例)

志 牛牛 田志 住
ì~ i孝
川 減11 沸l 窪 川 所

{左 中l嶋大相原 小 保
伯基 西 倉

護
久ル 1美4 栄竜 者p.[t; ミ ?台児

十布綜 t住 出
航 生
太子大 児

8 7 7 7 7 生年月
4 28 26 25 22 日

死
t
(
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
)

志樋 櫛 見志牛 住

ij~ 原i可 奈 津
川口 良 川 挟，11 所

三彦!iT- 尾崎 篠原 太岡 若山 高須賀 氏

次良11 兵房康幸 名啓子幸男 正

年
74 66 59 63 88 80 

バ寸岳3、

88877 7 吾E
て=
σコ

9 5 5 27 16 12 日

⑧ 

⑧
 
⑧ 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金
一
封
を
寄

付
下
さ
い
ま
し

ナ
~。高

須
賀
文
子
さ
ん

池
川

幕
さ
ん

(牛
洲

)

(
見奈
良
)

22陶|乳児健康診査 1 . ", . " " , ... "'''' I 
1 1 3 ・ 30- 14 ・ 301 町 民会館

H4.{f- ll 月 'H 5年2月 ・ 5月生まれの者 1 -- -- _. --1 

秋分の 日

祝日のため、ごみ収集休みます。 27 日開に出して下さい。
23附トー

当番医 辻井循環器科・ 内科 重信田TEB )Ï ft64-0013 
6L￥説話副長ー ーーー ーーーーーーー ー -1 ・ーーーーーーーーーーーーT

不燃ごみ回収日
25tl:) 1 : ーー

役場開庁日

当番医 岸本医院 川内町北方 合66-5670
月 12叫掃討*'品「・語嗣踊!通副長 l 一一一一一一 1 一一

2下関) I 健康相談〈各地区〉
28ω | 健康相談〈各地区〉
29同|健康相談〈各地区〉

30榊 | 国民健康保険税第3期納期限

2ω | 役場開庁日
3 但) I 当番医 愛媛十全医療学院付属病院 川内町南方 ft66 -50 11

l 互ιl主 1)型mHIH手莞一型うそ明 j _1_4_ ~ 99三 !~_:_QO_ j 芹竺1毛 rut ~Iì;主
健診結果報告会

世II診受診者

5 (刈 | 料理講習会

| 三種(二種)混合予防按程
6 附|

|H3年 l 月 -6 11 生まれ、及び6才未満の料陸後者

|地方祭のためごみ収集休みます。 11 日 開に出して下さい。
7 附|

|地方祭

9ω | 役場開庁 日
| 不燃物回収 日

10旧) 1 体育の日

当番医

13 : 30-15 : 30 

13 : 00 -15 : 00 

リ ハ ビリ教室

心配ごと相談所

9 

4 例)
町民 会館

10 ・ 00- 1 2 ・ 30 1 上 樋公民館

14: 00-14 : 30 IIIIJ 民会館

9 : 30-11 : 00 

祝日ですがごみ収集しま す。

10 1 11例) I 振答休日
当番医

川内町南方 ft66-2226 

重信田T牛洲 ft64-5400 八木耳鼻咽喉科皮府科
子宮けいがん ・乳がん検診 1 

1 2(:刈 |
30才以上の女性

行政心配ご と相談所

泉内科

13 : 00 -14 : 00 1 町民会館

⑩ J _1_3_ ~ 99三!号 _:_QO_ U宇芳三吹きそ捗ー里

す

…

…

l
i
l
i

-
-

で

一

一

閉
斤
と
な
る
職
場
一
日

-

…

役
場
本
庁

一
と
か
昨

一

…

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
う
職
場

一印
印
間

一

十

保
育
所

一
躍
曜

一

清
掃
セ
ン
タ

ー
一

土
土

一

汀

支

E
清

一
η
E
n
H

『

噌

一z
h
歴
史
民
俗
資
料
館一
明
明

…

J
T
f
給
食セ
一ン
イ

s

一日
回

一

幼
稚
園

(た
だ
し
第

二
土
曜
日

一
1
5

は
開
園
)

一
日

2

一

ー
ー
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
--
-
」

圃
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4

月

一
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4
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4
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役場は10月から
毎週土曜日が
休みとなります
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民 会館

ft76 ー 7811

13 : 30 -14 : 30 1 町

松山市南梅本町

乳児健康診査

H4 il' 12月 ・ H5年3月 ・ 6月生まれの者

役場開庁日

当番医 中川外科・内科

離乳食学級

14(利

16ω 

17(日)

民会館

町 民会館[

南吉井小体育館

14 ・ 00- 1 5 ・ 301 町

13 : 30 -15 : 30 

14:00-14:30 

H 5il'6月 ・ 7丹生まれの者

リハビリ教室

インフルエ ンザ予防接種①

3才以上の住民

18例)

1 9(:ぬ

インフルエ ンザ予防接磁①

3才以上の住民

ポ リ オ生ワクチン投与

①H5年2月 一6丹 生まれの者
②H4年1トH5年 1 ft 生 ま れlW4才未満丹耕与者

Atli\ f目談所

上林小体育館

ti 志 小 体育館

ßIT 民会館[

14:20-14:30 

14:00-15:00 

13: 50-14 : 00 
200樹

2 1附

民会館

まま64 -2200

重信 町役 場

14:00- 15: 301 町

14:00-16:001 町

重イ言問牛湘l

10: 00-15: 00 

商野内科クリ ニ ック

「あわてないで/応急手当」

役場開庁日

当干存医

29幽

30ω 

3H日)


